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の概要の概要の概要の概要についてについてについてについて  

 

１  協定の名称  

地震災害時における大規模な建築物の応急危険度判定の  

協力に関する協定  
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仙台市   市長   奥山  恵美子  

 

３  協定の目的  

地震災害が発生した場合，仙台市が建築構造専門家団体の

協力を得て，大規模な建築物の応急危険度判定を迅速に行う

ことにより，市民の安全の確保を図ることを目的とする。  

 

４  協定の内容  

⑴   建築構造専門家団体は，仙台市に協力し，高度な専門知識



 

を必要とする大規模な建築物の応急危険度判定を行う。  

⑵   建築構造専門家団体と仙台市は，より円滑な判定活動の実

施を図るため，建築構造専門団体の判定活動を実施する体制

の確立及び双方の情報の共有化に努める。  

 

 

５  協定の特徴  

⑴   震前に構造に関する高度な専門知識を有する判定士の確

保を行うことにより，大規模な建築物の応急危険度判定を

より円滑に実施することができる。  

⑵   建築構造専門家団体の判定活動を実施する体制の確立を

行うことにより，判定活動の迅速化が図られること  

⑶   仙台市において震度６弱以上の地震が発生した場合には，

仙台市からの要請があったものとみなし，自動的に判定活

動を実施すること。  

 

 

６  協定の発効  

平成２６年３月２７日から  
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国初となります。国初となります。国初となります。国初となります。     

 


